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　料理の食べ残しや消費期限切れによる廃棄等の「食品ロス」は、京都市では年
間約6.1万トン、日本では年間約612万トンも発生しています。
　一方、発展途上国などの食糧不足に悩まさ
れている人々に向けた世界の食糧援助量は年
間約３９０万トン。
　なんと、世界各国が発展途上国などに援助し
ている1.6倍もの食品ロスが国内だけで発生し
ています。これは、国民一人一日当たり、お茶碗
１杯分の食べものを捨てていることになります。

約68世帯3日分の燃やすごみから出てき
た手つかず食品（平成30年度京都市調査）

　料理や食材を作ってくれた人々のことを思い浮か
べてみましょう。買い過ぎない、食べ残さないなど、
少しの心掛けで食品ロスは減らすことができます。

その他

紙ごみ
約3割

調理くず
等

食品ロスの約半分が
手つかず食品

生ごみ
約4割

（約14万トン）

食品ロス
約4割

（約6.1万トン）

ご家庭からの燃やすごみと
業者収集ごみ
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抜き取ってお読みください


